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令和６年７月７日執行東京都知事選挙において、期日前投票終了時の投票率は「２４. ４２％」

となり、都内の全市区の中で第１位となりました。

期日前投票を利用する割合は毎回上昇していて、今回の都知事選挙では全投票のうち、

「４２. １６％」が期日前投票による投票となり、投票した方の５人に２人が期日前投票を利用

している計算となります。

（※期日前投票の投票率は、基準日における選挙人名簿登録者数から算出）

衆議院議員選挙においては第４位となりました。解散選挙であったため、入場整理券が届く

のが知事選に比べ遅かったことが要因と思われます。

○ 「期日前投票制度」 のあらまし
選挙は、選挙期日（投票日）に投票所において投票すること（投票日当日投票所投票主義）

を原則としています。期日前投票制度は、選挙期日前であっても、選挙期日と同じく投票を行

うことができる制度です。第１５６回国会において期日前投票制度の創設等を内容とする公職

選挙法の一部を改正する法律が成立し、平成１５年１２月から、従前の不在者投票制度が改め

られ、選挙期日前投票においても、選挙期日と同様の投票ができる仕組みとなり、選挙人が投

票しやすい環境が整えられました。

また、令和５年３月の法改正では、宣誓書の記入のみで当日行けない事由の特定は不要となり、期日前投票がさらに利用しやすくなり

ました。選挙当日に投票に行けないときは、ぜひ期日前投票をご利用ください。

【期日前投票ができる方】選挙当日に仕事やレジャーなどの理由で投票に行くことができない見込みの方

【投票期間】選挙期日の公示日（告示日）の翌日から投票日の前日まで

 ※投票場所により実施期間が異なります。市広報等でご確認ください。

【投票手続】投票所入場整理券裏側の宣誓書兼請求書の記入が必要となります。

【投票場所】市役所１階コミュニティーホール・五日市出張所２階展示室

【投票時間】午前８時３０分から午後８時まで

子どもと一緒に投票へ行こう！ （親子連れ投票について）
　公職選挙法の一部改正により、平成２８年から投票所に一緒に入れることのできる子ど

もの範囲が「選挙人の同伴する幼児」から「選挙人の同伴する１８歳未満の方」に拡大さ

れました。

　総務省が平成２８年度に行った「１８歳選挙人に関する意識調査」では、子どもの頃に

親と一緒に投票所に行ったことがある人の方が、行ったことがない人に比べ、投票をした

割合が２０ポイント以上高いという結果が出ています。投票所の様子を見ることや親が投票する姿を見ることは貴重な社会教育の場に

なり、子どもの将来の投票につながることになります。選挙の際には、お子さん、お孫さんと一緒に投票所へお越しください。

みんなで行こう、 明るい選挙。

東京都知事選挙の投票率
は、58.48%で前回から
5.11ポイント上回りまし
た。衆議院議員選挙では
53.21%で前回より2.10
ポイント下回りました。

選挙期日が事前に決まっ
ている選挙と解散による選
挙では、選挙期日の周知や
投票の呼びかけ等啓発活動
の差が出ると思います。選
挙人（投票者）に事前に多
くの情報を伝え、本人のニー
ズにあった投票機会を選択
できる状態にすることが重
要であると感じました。

東京都知事選挙及び衆議院議員選挙の投票率

東京都知事選挙年代別投票状況

期日前
投票数

当　日
投票数

合計 （投票率）

18歳 141 287 428 55.66%

19歳 126 254 380 50.07%

10代計 267 541 808 52.88%

20代計 1,087 1,696 2,783 40.69%

30代計 1,369 2,171 3,540 50.81%

40代計 2,201 3,460 5,661 55.73%

50代計 3,165 4,266 7,431 60.47%

60代計 2,820 3,439 6,259 69.12%

70代計 3,545 3,998 7,543 71.77%

80歳以上 1,954 2,854 4,891 53.17%

合計 16,408 22,425 38,916 58.48%

各選挙の投票区別投票率 （衆議院議員選挙は小選挙区選出のみ （在外投票を除く））

投票区 投票所名
７月７日執行　東京都知事選挙 １０月２７日執行　衆議院議員選挙

有権者数 投票者数 投票率 前回投票率 有権者数 投票者数 投票率 前回投票率

1 野辺地区会館 （都知事）
東部図書館エル （衆議院） 5,816 3,488 59.97 54.54 5,824 3,227 55.41 57.32

2 農業会館 4,366 2,506 57.40 50.67 4,400 2,280 51.82 53.76

3 多西児童館 5,324 2,931 55.05 50.49 5,323 2,618 49.18 52.25

4 菅生交流会館 1,360 834 61.32 58.88 1,357 743 54.75 60.65

5 若葉児童館 3,392 1,963 57.87 52.21 3,416 1,768 51.76 54.33

6 油平クラブハウス 3,343 1,961 58.66 54.47 3,380 1,810 53.55 54.82

7 鳥居場会館 3,560 2,165 60.81 56.19 3,595 1,980 55.08 59.19

8 小川会館 5,000 2,792 55.84 51.23 5,013 2,600 51.87 52.84

9 草花台会館 4,605 2,690 58.41 52.30 4,630 2,443 52.76 54.02

10 楓ケ原会館 3,322 1,930 58.10 54.77 3,361 1,823 54.24 56.04

11 あきる野市役所 7,792 4,401 56.48 50.19 7,807 3,868 49.55 52.29

12 山田会館 2,567 1,481 57.69 53.03 2,579 1,326 51.42 52.44

13 増戸小学校屋内運動場 2,614 1,589 60.79 55.04 2,625 1,436 54.70 56.57

14 五日市ファインプラザ 2,262 1,416 62.60 54.36 2,272 1,267 55.77 57.58

15 五日市保健センター 2,788 1,759 63.09 59.34 2,787 1,610 57.77 60.82

16 五日市小学校東裏校舎 2,437 1,433 58.80 57.37 2,446 1,370 56.01 57.86

17 留原自治会館 791 480 60.68 52.60 793 453 57.12 53.57

18 下舘谷自治会館 2,668 1,539 57.68 51.47 2,675 1,466 54.80 55.47

19 戸倉会館 598 363 60.70 57.39 598 349 58.36 62.12

20 乙津自治会館 201 145 72.14 66.20 203 138 67.98 68.66

21 小宮会館 241 151 62.66 64.91 239 151 63.18 64.94

22 養沢会館 162 116 71.60 66.84 160 113 70.68 69.14

23 いきいきセンター 1,336 783 58.61 53.86 1,328 713 53.69 56.05

計 66,545 38,916 58.48 53.37 66,811 35,552 53.21 55.31

( )令和６年
１２月２日現在
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あきる野市選挙人名簿登録者数

発行 あきる野市選挙管理委員会

編集 あきる野市明るい選挙推進協議会
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中村結愛さん
東秋留小（６年生）

小菅夢奈さん
東秋留小（６年生）

野口さくらさん
多西小（６年生）

水上暢也さん
多西小（６年生）

石川凜さん
屋城小（４年生）

萩原妃夏さん
前田小（６年生）

池下絵麻さん
秋多中（２年生）

菅原かりなさん
秋多中（２年生）

池野寿莉亜さん
秋多中（２年生）

岸野寧音さん
秋多中（２年生）

栁澤ひおりさん
東中（２年生）

分部花帆子さん
御堂中（１年生）

古谷優衣さん
増戸中（２年生）

渡邉桜子さん
増戸中（２年生）

中村心さん
五日市中（３年生）

安藤真衣さん
五日市中（２年生）

秦千尋さん
五日市中（２年生）

明るい選挙啓発ポスターコンクールとは
　選挙が明るく正しく行われるように、全国の児童、生徒さんに明るい

選挙を呼びかける印象的なポスターを描いていただくという趣旨で、昭

和24年から実施され、今年度で76回目を迎える歴史あるポスターコンクー

ルです。

審査の過程
　今年度は、東京都全体で14,877人が参加し、あきる野市からは、小学

校８校から201点、中学校5校から360点、合計561点の応募がありました。

　令和6年9月12日に行われた第１次審査（あきる野市審査）では、入選

18点、佳作42点が選ばれました。入選作品は東京都による第２次審査

へ推薦され、審査の結果、市立五日市小学校６年生の安藤由菜さんの作

品が東京都優秀賞に選ばれました。この作品以外のあきる野市入選作品は、

東京都奨励賞を受賞しました。

令和6年11月27日（水）午後4時30分から

新宿NSビル３０階スカイカンファレンス

ルームで表彰式が行われ、東京都選挙管理

委員会委員長の澤野正明様より表彰額が授

与されました。
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入選作品紹介

第76回

令和６年度

安藤由菜さんコメント
私は、国をつくり上げ

ていくのも、未来をつく

り上げていくのも“自分”

という思いを込めて作り

ました。

ポスターからこの思い

が伝わり、「選挙に行こ

う。」と思ってくれる人が

１人でも増えてくれたら

うれしいです。
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区　分 参加校数 応募人数 入　選 佳　作 受賞計

小学校 　８校 ２０１人 　７作品 １８作品 ２５作品

中学校 　５校 ３６０人 １１作品 ２４作品 ３５作品

合　計 １３校 ５６１人 １８作品 ４２作品 ６０作品

　今回ご紹介したあきる野市入選１８作品、佳作４２作品の計

６０作品を展示した「令和６年度明るい選挙啓発ポスターコン

クール作品展」をあきる野市中央公民館市民ギャラリーで、昨

年の１２月1５日（日）から２２日（日）まで開催しました。

　多くの市民の皆様にご来場いただき、ありがとうございました。

　入選作品については、投票を呼びかける啓発ハガキやポスター

等の啓発活動に利用されます。

　なお、この「白ばら」情報誌は、あきる野市ホームページか

らもご覧いただくこともできますので、ご利用ください。

　今年度も、市内各校からたくさんの応募をいただきました。多くの素

晴らしい作品が集まりました。

　このポスターコンクールについては、あきる野市では、市内の小・中

学校にお願いをして、学校単位での応募を中心に進めていますが、小学

校児童、中学校・高等学校生徒の個人の方の応募も受け付けています。

　応募期間は、例年5月初旬から9月初旬頃です。

　毎年、5月にはポスターコンクールのパンフレットをご用意していま

すので、お問い合わせください。お待ちしています。

　多くの作品を応募していただくなど、積極的に「明るい選挙啓発

ポスターコンクール」にご協力いただいた、次の２校に対して、東

京都選挙管理委員会から感謝状が贈呈されました。

あきる野市立多西小学校

あきる野市立増戸中学校

明るい選挙啓発ポスターコンクールに参加しましょう

東京都選挙管理委員会から２校へ感謝状贈呈

令和６年度明るい選挙啓発ポスターコンクール作品展
あきる野市の応募及び受賞結果

遠藤ひよりさん
東秋留小（５年生）

村山叶芽さん
草花小（６年生）

田中希依さん
五日市小（６年生）

田中史乃さん
東中（２年生）

齊藤心音さん
増戸中（２年生）

久保田明莉さん
東秋留小（６年生）

石塚惺さん
前田小（６年生）

大野晃希さん
秋多中（２年生）

堂越康太さん
東中（２年生）

横山禅太さん
増戸中（２年生）

下野紗也さん
多西小（６年生）

北原結衣さん
前田小（６年生）

福田百花さん
秋多中（２年生）

小宮涼さん
東中（２年生）

石坂恵那さん
増戸中（２年生）

加藤彩萌さん
多西小（６年生）

鈴野寛幸さん
前田小（６年生）

鹿田咲良さん
秋多中（２年生）

近藤穂さん
東中（２年生）

石井勇稀さん
五日市中（３年生）

髙橋朱美さん
多西小（６年生）

𠩤村 直さん
前田小（６年生）

山本麻琴さん
秋多中（２年生）

金子実珠さん
御堂中（１年生）

鈴木彩姫さん
五日市中（１年生）

阿部ひかりさん
西秋留小（５年生）

加々美瑠葉さん
増戸小（６年生）

栗原碧乙さん
秋多中（２年生）

山﨑琴莉さん
御堂中（１年生）

三浦月紗さん
五日市中（２年生）

織田歩優さん
西秋留小（５年生）

石井耶充さん
五日市小（６年生）

村木愛奈さん
秋多中（２年生）

石川紗椰さん
御堂中（１年生）

岩田明紗さん
五日市中（１年生）

田村絹枝さん
屋城小（１年生）

落合惺南さん
五日市小（６年生）

大楠悠斗さん
東中（２年生）

石森柚紀さん
御堂中（２年生）

中村悠慎さん
五日市中（３年生）

栗原奈々江さん
五日市小（６年生）

清水日奈詩さん
五日市中（３年生）

あきる野市佳作（４２作品）
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あきる野市明るい選挙推進協議会の活動について

投票管理者を経験して

駅頭啓発

東京都明るい選挙推進大会に出席して

五市明るい選挙推進委員研修会

あきる野市産業祭における啓発活動

市民の皆様には、あきる野市明るい選挙推進協議会の活動に対し、深いご理解とご協力を賜り、心から感謝申し上げます。

明るい選挙とは、選挙権を持つ市民が主権者としての自覚を持ち、投票に参加することを目指します。選挙が公正かつ適正に行われ、

私たちの意思が政治に正しく反映されることが求められます。

協議会では、５０人の委員がボランティアとして、明るい選挙の実現に向けて活動して

います。委員は、投票を促す啓発活動や投票所の公正な運営を支援しています。政治は、

私たちの生活に密接に関連する問題を解決するためのものです。自分の生活や未来に関わ

ることについては、自ら行動を起こす必要があります。声を届けるために、ぜひ投票に行

きましょう。私たちは、投票が当たり前の社会を実現するため、投票率の向上と明るい選

挙の推進に努めてまいりますので、何卒よろしくお願い申し上げます。

あきる野市明るい選挙推進協議会　会長　近藤郡次

令和６年度より「明るい選挙推進委員」に任命さ

れ、東京都知事選挙において、初めて投票管理者を

務めました。投票管理者は、各投票所における最高

責任者です。午前７時、投票所の開所宣言をして投

票受付が始まります。実務は市職員の方々が行うの

で、主な仕事は投票の様子を見守り、投票所の秩序

を維持することです。私の他、２名の投票立会人と

共に、１日投票の様子を見守りました。午後８時に

閉所宣言をし、投票箱を開票所に送致して業務終了。

長時間にわたり緊張状態が続き疲れましたが、良い

経験になりました。  （栗原）

東京都知事選挙及び衆議院議員選挙

期間中に市内のＪＲ５駅にて啓発用

ティッシュの配布を行いました。明る

い選挙推進委員がのぼり旗を掲げ、揃

いの青いベストを着用して約２時間、

多くの方に投票への呼びかけを行いま

した。駅頭での啓発活動は選挙への参

加を呼び掛

けることに

より関心を

高め、投票

率の向上に

つながると

考えて行っ

ています。

（石川）

式典の前半では、２０年・１０年の永年功労

者表彰（都全体で３９３名受賞）があり、各区

市町村を代表して４名の方に表彰状が授与され

ました。

後半には、『「歩く」を楽しく！“アタマとカ

ラダのリフレッシュ体操”～いきいきした生活

を送り続けるために～』と題した講演がありま

した。テーマの概要は３つあり、１つ目は運動、

特に脚は足裏から脚の付け根まで重要。毎日、

少しでも動かすことを意識する。２つ目は栄養

（食事）の取得。３つ目は頭を使うこと。これ

らを毎日の生活に積極的に無理なく取り入れて、

継続してくださいとの内容でした。

出席した各区市町村の明るい選挙推進委員は

高齢の方も多く、会場の参加者全員が講演者の

指導の下、足裏（足底筋）ほぐし等を実際に体

験しました。  （磯﨑）

令和６年１２月１８日に五市共催明るい選挙推進委員会の研修会が青梅市のＳ＆Ｄたまぐーセンター

で開催され１７名の委員が参加しました。研修では麗澤(れいたく)大学の川上和久教授を招き「日本

の民主主義を支える選挙が今年になって揺らいでいる」を大きなテーマにご講演をしていただきまし

た。２時間の講演の中で特に重要だと感じた点は、政治・選挙の情報入手方法が若年層では既存の媒

体からＳＮＳ情報に大きく変化しているということでありました。ＳＮＳ社会にあっても正しい情報

を求め、多様な意見に触れながら候補者の選び方を考えてもらうことが大切であり、選挙が金儲けの

ビジネスにならないよう「選挙の在り方」について再構築を目指すべきとのことでありました。質疑

応答では選挙期間中のＳＮＳの規制やリテラシー涵
かんようとう

養等が上がり充実した研修会となりました。講演

の内容を今後に生かしてまいりたいと思います。  （浦野）

令和６年５月７日（火）に東京都市明

るい選挙推進協議会連合会の定期総会

が東京自治会館「講堂」にて開催され

ました。総会の中で功労者表彰が行わ

れ、あきる野市からは、山本信子委員、

坂本弘美委員、諸岡亮司委員、沖倉時

代委員の４名が表彰されました。

（事務局）

第２８回あきる野市産業祭は１１月９日（土）１０日（日）の２日間、都立秋留台公園で開

催されました。秋晴れの好天に恵まれて大勢の市民が訪れ賑わっている中、初日に明るい

選挙推進委員２１名により啓発用ティッシュの配布を行いました。

会場では、地元で生産さ

れた新鮮な野菜が直接販売

され、大勢の市民が訪れて

いました。お子さん、お孫

さん連れの方も多く、将来

の投票に繋がるよう呼びか

けを行いました。

（佐々木）

あきる野市のご当地めいすいくん

今年度は都知事選と衆議院選が行われ、投票

立会人などとして関わりがありました。あきる

野市の投票率は、それぞれ58.48％、53.21％

でした。衆議院選はほぼ2人に1人が棄権して

います。正に「五割民主主義」です。

投票率を上げるにはどうしたらよいかと、こ

の「白ばら」は折に触れて発信しています。投

票率を上げることは容易ではありませんが、何

かはしなければなりません。その一つは、学校

における「主権者教育」や「明るい選挙啓発ポ

スターコンクール」の充実発展ではないでしょ

うか。年齢の若い段階から、投票の意義や一票

の価値を意識させることです。学校や保護者の

ご協力・ご支援の下、より充実させたいものです。

  （堀、上杉）
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